
新規受託項 目

謹啓 時下益々こ清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は格別なこ愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。

この度、下記項目につきまして、検査の受託を開始いたしますのでこ案内申し上げます。

謹自

● ROSl融合遺伝子mRNA 凍結組織・細胞 (依頼コードNo,13089)

FFPE    (依 頼コードNo.13090)

受託開始日 2017年 9月 1日 (金)受付分より

月θS7融合遺伝子は、Eθ F月遺伝子変異やスとK融合遺伝子と同様に、肺癌の重要なドライバー遺伝子

の 1つであり、本融合遺伝子陽性の肺癌に対してはチロシンキナーゼ阻害薬であるクリゾチニブの

高い治療効果が報告されています。

本検査は、腫瘍組織や細胞検体、またはパラフィン包埋病理標本(FFPE)から月θS7融合遺伝子の

mRNAを 検出します。本融合遺伝子の頻度は、非扁平上皮非小細胞肺癌の約2%と稀少であり、
癌の臨床病理学的な特徴からの推定が難しいことから、互いに排他的に検出されるECF月 遺伝子変異

およびスとκ融合遺伝子と共に本検査を非扁平上皮非小細胞肺癌に適用することが望まれます。

裏面に続きます

株鵡社第一岸本臨床検査セフリー
札幌本社 :〒 007-0867札 幌市東区伏古七条三丁目5番 10号 0(011)787 211l FAX(011)7872191
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依頼 コー ドNo. 130891 131090

検 査 項 目 名 ROSll誡1遺伝子(凍結組織1細胞) 日OS ll融含‐遺伝子(「FPE)

検 体 必 要 量 組織イ●Om言■|
細抱沈着′0●

"L
戦‐僅蔵釧駐瑞ず「ず警

容 器 81‐20(遺伝子診断用) B120(遺伝1子‐診1断用〕

検体の保存方法 凍1結 室温

所  要  日 数 6～ 12

検 査 方 法 RTIPCR法

単 位 な し

報 告 範 囲 陰性、陽性

備 考

:いることをき確認‐●
=:き

提出くた|い |‐ |

離し、で|きるだI夕上浩を除去した沈着を

,m):理櫂颯鰍,甲暉帯「
検査実施料/判断料 2500点 /34点 (尿 .糞便等検査 )
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